
様式２ 

学校運営協議会議録 

 

開催日時 令和８年６月 11 日（木）  17時 30分 ～ 19時 00分 

会  場 北海道稚内養護学校（ 図書ホール ） 

出席者数 学校運営協議会委員             10/11名 教職員         ９名 

出席状況 但田 勝義（育英館大学教授）          出席 

今村 仁泰（萩見綜合食品センター代表取締役社長）出席 

兼平 裕子（稚内市立声問小学校長）       出席 

木村 泰優（稚内大谷高等学校教頭）       出席 

櫻井 紀之（稚内市役所生活福祉部社会福祉課長） 出席 

大久保和彦（稚内市企画総務部防災主幹）     出席 

小澤 憲明（稚内はまなす学園施設長）      出席 

佐藤  勝（声問町内会長）           欠席 

福澤 直也（本校卒業生保護者）         出席 

松田 孝太郎（本校ＰＴＡ会長）         出席 

柴田和千代（学校長）              出席 

松橋 卓哉（教頭） 

金木  清（事務長） 

鈴木 洸平（総務部長） 

佐藤 佑樹（寮務主任） 

田中 ちさと（舎監） 

中畑 美記（支援部進路チーフ） 

宮本このみ（指導部長） 

松井 友香（寄宿舎庶務部長） 

稲見 崇史（寄宿舎保健地域連携部長） 

項 目 概 要 

１ 会長挨拶  

 

２ 自己紹介 

 

３－（１） 

コミュニティ・スクール（総務部長） 

 

３－（２） 

学校経営方針（校長） 

 

 

３－（３） 

年間行事予定（総務部長） 

 

 

３－（４） 

いじめ防止基本方針（指導部長） 

 

 

 

 

３－（５） 

学校教育目標改定プロジェクト（校

長） 

 

□会長による挨拶 

 

□各参加者が所属、役職、担当業務等を紹介した。 

 

□コミュニティースクールの概要を資料に基づいて説明。 

 

 

□本校の歴史や学校概要、経営方針について資料に基づき説明を

行った。 

 

 

□資料を基に説明を行った。 

・例年７月に開催の交通安全啓蒙活動が今年度は９月に開催予定。 

 

 

□いじめアンケート調査の結果報告。 

・問題行動後の指導ではなく、生徒を育てる観点で推進。 

・校内研修を行い、教員が気付けていないケースを想定し情報共

有の重要性を確認していることを説明。 

 

 

□現行目標が 16 年経過し、社会情勢の変化や開校 50 周年に合わ

せて見直す。 

・全職員の思いを反映させ、プロセスを通じて組織力向上を目指

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 校長挨拶（柴田和千代） 

 

・公募により 11 名も推進メンバーが集まった。 

・全職員参加のグループワークを 3回（7 月、8月、1月）計画。 

・第 2回協議会（10月）で「子どもたちの 18歳の目指す姿」をテ

ーマに熟議。 

・第 3回協議会（2月）で原案を提案。 

・3月の職員会議で提案し、次年度 4月からの新目標での運営開始

を目指す。 

 

□熟議 

・宗谷管内の特別支援学級の初任者や学級担任が相談相手不在で

孤立するケースがあり更なる連携が求められ、パートナーティー

チャー派遣や教育局のスーパーバイザーと連携して実施していく

ことを説明。 

・各校での研修講座・講師派遣を継続する意向。 

・卒業後の就労・自立生活が減少傾向にあり、支援や理解促進の必

要性が強調された。 

・障害のある子と地域の子の交流機会が少なく、保護者の不安や

抵抗感があるため、交流の場づくりが求められた。 

・各教職員が「誰が何をするか」をキャッチフレーズ化して可視化

している点に高い関心が持たれた。 

 

□校長による挨拶 

 


